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１  計画策定の意義  

 快適でうるおいのある生活環境を創造し、次世代に豊かな地球環境を提供する

ためには、大量生産、大量消費、大量廃棄に支えられた社会経済・ライフスタイ

ルを見直し、持続可能な循環型社会を形成していく必要がある。そのためには、

社会を構成する「市民」「事業者」「行政」が協働してそれぞれの立場でその役割

と責任を認識し、履行していくことが重要である。  

 これまで本市では最終処分場を所有していないことや既存焼却炉の更新が極め

て困難な状況にあることを背景に、焼却炉の延命とさらなる資源分別を目的とし

た施策を推進し、一定の効果を得て循環型社会の実現に努めてきた。しかし、ラ

イフスタイルの変化などから、ごみ質が多様化することにより、ごみ処理は深刻

さを増すものと予測される。また、ごみ処理広域化に伴い、令和５年度より茨木

市環境衛生センターにて、ごみの広域処理を行うが、資源分別を推進し、さらな

るごみ減量を進め、循環型社会を形成していく必要がある。  

本計画はこのような状況のなか、「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関す

る法律（以下「法」という。）」に基づき策定するもので、「つかう責任 捨てる責任 持続可能

な３Ｒの実現」を目指した「摂津市一般廃棄物処理基本計画」の基本理念と「積極的なごみ減

量（リデュース）の推進」及び「分別の徹底によるリユース・リサイクルの推進」を基本方

針として策定を行う。本計画は、「市民」「事業者」「行政」が廃棄物の減量及び資源の有効

活用に対する意識を持ち、それぞれの役割、具体的な推進方策を明らかにするととも

に、これを公表することにより、すべての関係者が一体となって取り組むべき方

針を示したものである。  

 

２  基本的方向  

 本計画を実施するに当たっての基本的方向を以下に示す。  

●  市民、事業者、行政が協働して取り組む「省資源・資源循環型の都市づくり」

「安全で快適な生活環境の都市づくり」  

●  容器包装廃棄物の発生抑制、再使用、リサイクルを基本とした地域社会づくり  

●  関係者が一体となったごみ減量化とリサイクル運動の積極的推進、環境負荷の

低減  

 

３  計画期間  

 本計画の計画期間は令和 5 年 4 月を始期とする 5 年間とし、 3 年ごとに改定す

る。  

 

４  対象品目  

 本計画は、容器包装廃棄物のうち、スチール製容器、アルミ製容器、ガラス製

容器（無色、茶色、その他）、飲料用紙製容器、段ボール、ペットボトル、その他

紙製容器包装類、プラスチック製容器包装（食品トレイのみ）を対象とする。  
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５ 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（法第８条第２項第１号）  

 令和 5 年度  6 年度  7 年度  8 年度  9 年度  

容 器 包 装 廃 棄 物  7,191ｔ  7,217ｔ  7,244ｔ  7,270ｔ  7,297ｔ  

（内   訳）                          

項   目  令和 5 年度  6 年度  7 年度  8 年度  9 年度  

スチール製の容器  617ｔ  620ｔ  622ｔ  624ｔ  626ｔ  

アルミ製の容器  864ｔ  867ｔ  870ｔ  874ｔ  877ｔ  

無色のガラス製容器  648ｔ  650ｔ  653ｔ  655ｔ  658ｔ  

茶色のガラス製容器  494ｔ  496ｔ  497ｔ  499ｔ  501ｔ  

その他ガラス製容器  123ｔ  124ｔ  124ｔ  125ｔ  125ｔ  

主 と し て 紙 製 の 容 器 で

あ っ て 飲 料 を 充 填 す る

た め の も の （ 原 材 料 と

し て ア ル ミ ニ ウ ム が 利

用 さ れ て い る も の を 除

く）  

154ｔ  155ｔ  155ｔ  156ｔ  157ｔ  

主 と し て 段 ボ ー ル 製 の

容器  
617ｔ  620ｔ  622ｔ  624ｔ  626ｔ  

主 と し て 紙 製 の 容 器 包

装 で あ っ て 上 記 以 外 の

もの  

617ｔ  620ｔ  622ｔ  624ｔ  626ｔ  

主 と し て ポ リ エ チ レ ン

テレフタレート（ PET）

製 の 容 器 で あ っ て 飲

料 、 し ょ う ゆ 等 を 充 て

んするためのもの  

278ｔ  279ｔ  280ｔ  281ｔ  282ｔ  

主 と し て プ ラ ス チ ッ ク

製 の 容 器 包 装 で あ っ て

上記以外のもの  

2,778ｔ  2,778ｔ  2,798ｔ  2,808ｔ  2,818ｔ  

主 と し て プ ラ ス チ ッ ク

製 容 器 包 装 の う ち の ス

チ ロ ー ル 製 の 食 品 用 に

使用する白色トレイ  

（ 上 記 プ ラ ス チ ッ ク 製

の容器包装の内数）  

93ｔ  93ｔ  93ｔ  94ｔ  94ｔ  
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６  容器包装廃棄物の排出の抑制を促進するための方策に関する事項  

（法第８条第２項第２号）  

 容器包装廃棄物の排出抑制の推進を図るため、以下の方策を実施する。なお、

実施にあたっては、市民、事業者、再生事業者等がそれぞれの立場から役割を分

担し、相互に協力・連携を図りながら進めていく。  

 

●家庭系ごみの減量化・資源化施策  

①  集団回収の推進  

⚫  市は、地域住民団体が集団回収に参加してもらうよう制度の周知を図るとと

もに、少子高齢化よる団体活動の縮小化により回収量が減少しないように取

り組む。  

⚫  市民は、地域の集団回収に積極的に参加するとともに、回収地域の拡大に取

り組む。  

⚫  市民は、市の分別基準に従い、適正に分別して排出する。  

⚫  回収業者は、事業者、住民、市の容器包装廃棄物の回収に協力し、回収の拡

大、回収体制の整備拡充を図る。  

②  資源ごみ回収の推進と回収率の向上  

⚫  市は、牛乳パック、ペットボトルの拠点回収の拡大に取り組む。  

⚫  市民は、市の分別基準に従い、適正に分別して排出する。  

⚫  流通関連事業者は、店頭での容器包装廃棄物の拠点回収に協力するとともに、

自らも独自ルートによるリサイクルを行う。  

③  ごみの減量化と資源化の促進  

⚫  市は、容器包装廃棄物の削減に向けて広報、ホームページ等により啓発活動

を行う。  

⚫  市は、廃棄物減量等推進員と協働し、地域のごみ減量と容器包装廃棄物の資

源化を推進する。  

⚫  市民は、地域のごみ減量と容器包装廃棄物の資源化に協力する。  

④  過剰包装の抑制と再生品の利用拡大  

⚫  市は、広報等でリターナブル容器、再生資源を原材料としたリサイクル製品

の積極的な購入を啓発する。  

⚫  市は、マイバックキャンペーンなどの買い物袋持参運動を市民・事業者とと

もに取り組み、過剰包装等の抑制に努める。  

⚫  市民は、買い物袋（マイバック）の持参を実行し、包装紙や袋を辞退する。 

⚫  事業者は、レジ袋有料化を実施するなどしてマイバッグ持参を啓発し、簡易

包装等にも努める。  
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●事業系ごみの減量化・資源化施策  

①  ごみ減量化と分別の推進  

⚫  市は、事業者のごみ減量化と分別に向けた啓発活動を行う。  

⚫  事業者は、ごみ袋の透明化と適正な分別のさらなる徹底を推進する。  

②  紙ごみの資源化  

⚫  市は、小規模事業所での紙ごみの減量化を支援しさらなる拡大をする。  

⚫  事業者は、古紙、段ボール類を分別排出し、回収業者を通じてさらなるリサ

イクルを推進する。  

③  多量排出事業者のごみ減量化  

⚫  市は、条例に基づき、ごみを多量に排出する事業者に対し、排出する廃棄物

の減量に関する計画を作成・提出させ、ごみ減量化を推進する。  

⚫  ごみを多量に排出する事業者は、資源の再生利用及びごみ減量を図るととも

に、分別排出を行う等の本市の施策に協力する。  

④  事業者の環境配慮活動への支援  

⚫  市は、事業者が環境に配慮した事業活動に取り組むことを促進するため、「エ

コアクション２１」の認証取得費用の助成を継続し、認証取得事業者の拡大

を進めていく。  

●環境教育・啓発活動の充実  

 市民一人ひとりが日常生活において、ごみを造らないこと、ごみを活かすこと

を心掛け、それらを実践できるよう次のような教育および啓発を行う。  

⚫  市は、学校における牛乳パックの回収・リサイクルの取り組みや学校教育の

場における副読本等を活用した環境教育を推進する。  

⚫  市は、イベントや出前講座、市広報などあらゆる機会を活用して、ごみ処理

の現状を訴え、意識の高揚を図る。  

⚫  市民は、市が行う環境教育、啓発活動に積極的に参加する。  
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７  分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の

収集に係る分別の区分（法第８条第２項第３号）  

 

 最終処分場の残余容量、廃棄物処理施設の整備状況等を総合的に勘案し、分別

収集をする容器包装廃棄物の種類を下表左欄のように定める。  

また、住民の協力度、摂津市が有する収集機材、選別施設等を勘案し、収集に

係る分別は、下表右欄のように定める。  

 

分別収集する容器  

包装廃棄物の種類  
収集に係る分別の区分  

主としてスチール製容器  

主としてアルミ製容器  
缶  

主としてガラス製

の容器  

無色のガラス製容器  無色透明びん  

茶色ガラス製容器  

その他の色ガラス製容器  
色付びん  

主として紙製の容器であって飲料を充填するための

もの（原材料としてアルミニウムが利用されている

ものを除く）  

紙パック  

主として段ボール製の容器  段ボール  

主として紙製の容器包装であって上記以外のもの  厚紙類（雑がみ）  

主としてポリエチレンテレフタレート（ PET）製の

容器であって飲料、しょうゆ等を充てんするための

もの  

ペットボトル  

主としてプラスチック製容器包装のうちのスチロー

ル製の食品用に使用する白色トレイ  

 

食品トレイ  
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８  各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び

容器包装リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み

（法第８条第２項第４号）  

 

 令和 5 年度  6 年度  7 年度  8 年度  9 年度  

主 と し て ス

チ ー ル 製 の

容 器  
82t 82t 83t 83t 83t 

主 と し て ア

ル ミ 製 の 容

器  
55t 55t 55t 55t 56t 

無 色 の ガ ラ

ス 製 容 器  

合 計  

221t 
合 計  

222t 
合 計  

223t 
合 計  

224t 
合 計  

224t 

引 渡 量  

 

独 自  

処 理 量  

221t  

引 渡 量  

 

独 自   

処 理 量  

222t  

引 渡 量  

 

独 自   

処 理 量  

223t  

引 渡 量  

 

独 自   

処 理 量  

224t  

引 渡 量  

 

独 自   

処 理 量  

224t  

茶 色 の ガ ラ

ス 製 容 器  

合 計  

126t 
合 計  

127t 
合 計  

127t 
合 計  

128t 
合 計  

128t 

引 渡 量  

 

独 自    

処 理 量  

126t  

引 渡 量  

 

独 自   

処 理 量  

127t  

引 渡 量  

 

独 自   

処 理 量  

127t  

引 渡 量  

 

独 自  

処 理 量  

128t  

引 渡 量  

 

独 自  

処 理 量  

128t  

そ の 他 の 色

ガ ラ ス 製 容

器  

合 計  

89t 
合 計  

89t 
合 計  

90t 
合 計  

90t 
合 計  

90t 

引 渡 量  

89t  

独 自   

処 理 量  

 

引 渡

量  

89t  

独 自   

処 理 量  

 

引 渡 量  

90t  

独 自   

処 理 量  

 

引 渡 量  

90t  

独 自  

処 理 量  

 

引 渡 量  

90t  

独 自  

処 理 量  

 
主 と し て 紙

製 の 容 器 で

あ っ て 飲 料

を 充 填 す る

た め の も の

（ 原 材 料 と

し て ア ル ミ

ニ ウ ム が 利

用 さ れ て い

る も の を 除

く ）  

2t 2t 2t 2t 2t 

主 と し て 段

ボ ー ル 製 の

容 器  
593t 595t 597t 599t 601t 

主 と し て 紙

製 の 容 器 包

装 で あ っ て

上 記 以 外 の

も の  

合 計  

110t 
合 計  

111t  
合 計  

111t 
合 計  

111t 
合 計  

112t 

引 渡 量  

 

独 自  

処 理 量  

110t  

引 渡 量  

 

独 自  

処 理 量  

111t  

引 渡 量  

 

独 自  

処 理 量  

111t  

引 渡 量  

 

独 自  

処 理 量  

111t  

引 渡 量  

 

独 自  

処 理 量  

112t  
主 と し て ポ

リ エ チ レ ン

テ レ フ タ レ

ー ト （ P E T）

製 の 容 器 で

あ っ て 飲 料 、

し ょ う ゆ 等

を 充 て ん す

る た め の も

の  

合 計  

237t 
合 計  

237t 
合 計  

238t 
合 計  

239t 
合 計  

240t 

引 渡 量  

237t  

 

独 自    

処 理 量  

 
引 渡 量  

237t  

 

独 自    

処 理 量    引 渡 量  

238t  

 

独 自    

処 理 量  引 渡 量  

239t  

 

独 自    

処 理 量  引 渡 量  

240t  

 

独 自    

処 理 量  

主 と し て プ

ラ ス チ ッ ク

製 の 容 器 包

装 の う ち 、発

泡 ス チ ロ ー

ル 製 の 食 品

用 に 使 用 す

る 白 色 ト レ

イ  

 

合 計  

16t  
合 計  

16t 
合 計  

16t 
合 計  

16t 
合 計  

16t 

引 渡 量  

 

 

独 自  

処 理 量  

16ｔ  

 

引 渡 量  

 

    

独 自  

処 理 量  

16ｔ  
 

 

引 渡 量  

 

独 自  

処 理 量  

16ｔ  

 

引 渡 量  

 

独 自  

処 理 量  

16ｔ  

 

引 渡 量  

 

独 自  

処 理 量  

16ｔ  
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９  各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び

容器包装リサイクル法第２条第 6 項に規定する主務省令で定める物の量の見込み

の算定方式  

 

特定分別基準適合物等の量及び容器包装リサイクル法第 2 条第 6 項に規定する

主務省例で定める物の量の見込み  

 

○  缶、びん、紙パック、段ボール、ペットボトル、白トレイ  

 ＝令和 2 年度と 3 年度の分別基準適合物等の収集実績量の平均×人口  

 

人口については、令和 3 年度人口を基に各年に人口変動率をかけ、次のとおりと

した。  

令和 5 年度  令和 6 年度  令和 7 年度  令和 8 年度  令和 9 年度  

 

87,300 人  

 

 

87,600 人  

 

 

87,900 人  

 

 

88,200 人  

 

 

88,500 人  

 

 

※人口変動率は過去３年の人口の平均値  

平成 30 年度  令和元年度  令和 2 年度  令和 3 年度  人口変動率  

 

85,736 人  

 

 

86,537 人  

 

 

86,815 人  

 

 

86,680 人  

 

 

1.00365679 
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１０  分別収集を実施する者に関する基本的な事項  

（法第８条第２項第５号）  

分別収集は、主に委託業者を活用して行う。  

定期収集の紙資源及び食品トレイについては引き続き直営で収集を実施する

こととする。  

 

分別収集をする  

容器包装廃棄物の  

種類  

収集に係る区別区分  収集運搬段階  選別保管等段階  

令和 5 年度～ 9 年度  令和 5 年度～ 9 年度  令和 5 年度～ 9 年度  

缶 

スチール  

缶  

委託業者による定

期収集、住民による

集団回収（アルミ缶

のみ）  

市  

アルミ  

市  

業者  

住民団体  

び
ん 

無色ガラス  無色透明びん  

委託業者による   

定期収集  
市  茶色ガラス  

色付びん  

その他ガラス  

紙 

紙パック  紙パック  

学校等拠点回収、  

住 民 に よ る 集 団 回

収  

業者  

住民団体  

段ボール  段ボール  

市による定期収集、 

住 民 に よ る 集 団 回

収  

市  

業者  

住民団体  

その他の紙  厚紙類（雑がみ） 

市による定期収集、 

住 民 に よ る 集 団 回

収  

市  

業者  

住民団体  

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

ペットボトル  ペットボトル  

委 託 業 者 に よ る 定

期収集、市によるス

ーパー店頭・公共施

設拠点回収  

市  

白色トレイ  食品トレイ  市による定期収集  市  

 

 

 

 

 

 

 

 



 ９ 

１１  分別収集の用に供する施設の整備に関する事項  

（法第８条第２項第６号）  

  スチール、アルミ、ガラス（無色、茶色、その他）、紙パック、段ボール、その他紙製容器、

ペットボトル、食品トレイは既存施設を使用。  

 

分別収集する容器  

包装廃棄物の種類  
収集に係る区分 収集容器 収集車 中間処理 

 
令和 5 年度～

9 年度  

令和 5 年度～  

9 年度  

令和 5 年度～

9 年度  

令和 5 年度～

9 年度  

スチール  
缶 折りたたみｺﾝﾃﾅ ２ｔ平ボディ車 

ストックヤード 
 

アルミ  

無色ガラス  無色透明びん 

折りたたみｺﾝﾃﾅ ２ｔ平ボディ車 茶色ガラス  
色付びん 

その他のガラス  

飲料用紙製容器包装  紙パック 拠点回収容器 ２ｔ箱ボディ車 業者 

段ボール  段ボール  縛る ２ｔパッカー車 
ストックヤード

業者 

その他紙製容器包装  厚紙類（雑がみ） 紙袋、縛る ２ｔパッカー車 
ストックヤード

業者 

ペットボトル  ペットボトル  
折りたたみｺﾝﾃﾅ、

拠点回収容器 
２ｔパッカ―車 ストックヤード 

白色トレイ 食品トレイ 資源ネット ２ｔパッカー車 ストックヤード 

   

 

１２  その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項  

 

①  令和 3年 3月に策定された「摂津市一般廃棄物処理基本計画」を基に、容器包装廃棄物

の分別収集を円滑かつ効率的に行うために、収集・処理体制を整備する。  

②  地域におけるリサイクル活動や分別収集の推進については、各自治会に配置さ

れる廃棄物減量等推進員の活用を図る。  

③  自治会等の住民団体による集団回収を促進するため、協力金の交付・円滑な実

施のための支援を行う。  

④  毎年度、分別収集計画記載事項の実績を確認し、 3 年後の計画改定時には、そ

の記録をもとに事後評価を行うこととする。  


